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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第42期

第２四半期連結
累計期間

第43期
第２四半期連結
累計期間

第42期
第２四半期連結
会計期間

第43期
第２四半期連結
会計期間

第42期

会計期間

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成22年
     ４月１日
至  平成22年
     ９月30日

自  平成21年
     ７月１日
至  平成21年
     ９月30日

自  平成22年
     ７月１日
至  平成22年
     ９月30日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成22年
     ３月31日

売上高 (千円) 3,444,5075,555,2691,708,3682,858,3476,951,127

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) △114,749 592,004△54,641 244,083△58,280

四半期(当期)純利益又
は純損失（△）

(千円) △70,220 303,478△55,149 151,345 156,394

純資産額 (千円) ― ― 10,986,86511,365,12811,227,870

総資産額 (千円) ― ― 17,158,51722,275,07918,122,804

１株当たり純資産額 (円) ― ― 488.39 505.20 499.10

１株当たり四半期
(当期)純利益又は純損
失（△）

(円) △3.12 13.49 △2.45 6.73 6.95

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 64.0 51.0 62.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △714,1291,554,280 ― ― △996,997

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △151,371△1,803,645 ― ― △549,719

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △344,2791,657,061 ― ― 366,834

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 3,105,2944,542,8883,135,192

従業員数 (名) ― ―
246
(31)

294
(18)

229
(29)

（注）１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ

ん。

３　従業員数は、就業人員を表示しております。

４　従業員数欄の（外数）は、臨時従業員の平均雇用人数を示しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について重要な変更は

ありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

　

名称 住所

資本金又は

出資金

(千円)

主要な事業

の内容

議決権の所有

(被所有)割合

(％)

関係内容

(連結子会社) 　 　 　 　 　

株式会社アニメインターナショ

ナルカンパニー
東京都練馬区 95,000

アニメーショ

ンの企画・制

作

100

資金貸付

役員の兼任　５名

 

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名)
294
(18)

（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の（外数）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間における平均雇用人数（１日８時間勤務換

算による）を示しております。

３　従業員が当第２四半期連結会計期間において増加しておりますが、主として平成22年９月30日付で、アニメー

ション関連事業を展開する株式会社アニメインターナショナルカンパニーの株式等を取得し、連結の範囲に

含めたことによるものであります。　

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名)
184
(6)

（注）１　従業員数は就業人員であります。

２　従業員数欄の（外数）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間における平均雇用人数（１日８時間勤務換算に

よる）を示しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　なお、不動産事業は生産活動を行っておりませんので、生産実績は記載しておりません。
　

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

機器事業 2,479,865 160.5

(注) １  金額は、販売価格で表示しております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 受注実績

機器事業のうちシステム機器製品については受注生産を行っており、その受注実績は次のとおりであ

ります。

　なお、不動産事業は受注活動を行っておりませんので、受注実績は記載しておりません。
　

セグメントの名称 受注高（千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

機器事業 519,377 △1.3 134,300 △16.4

(注) １  金額は、販売価格で表示しております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

機器事業 2,734,012 76.1

不動産事業 124,335 △20.3

合計 2,858,347 67.3

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

サミー株式会社 220,259 12.9 475,061 16.6

ダイコク電機株式会社 280,254 16.4 397,940 13.9

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)財政状態

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末（平成22年３月31日）に比べ4,152百万円

増加し、22,275百万円となりました。

  なお、当第２四半期連結会計期間において、株式会社アニメインターナショナルカンパニーの株式等を

取得し、連結の範囲に含めております。

流動資産は、前連結会計年度末に比べ2,387百万円増加し、10,917百万円となりました。これは主に現金

及び預金の増加（1,407百万円増）、仕掛品の増加（732百万円増）、その他に含まれる未収入金の増加

（206百万円増）の一方で、原材料の減少（145百万円減）よるものです。

固定資産は、前連結会計年度末に比べ1,764百万円増加し、11,357百万円となりました。これは主に不動

産事業における賃貸用不動産の取得等による建物及び構築物の増加（580百万円増）、土地の増加（842

百万円増）、また、株式会社アニメインターナショナルカンパニーの新規連結に伴うのれんの増加（325

百万円増）によるものです。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ4,015百万円増加し、10,909百万円となりました。これは主に支払

手形及び買掛金の増加（1,520百万円増）、未払法人税等の増加（242百万円増）、その他流動負債（主に

前受金）の増加（250百万円増）、長期借入金の増加（1,759百万円増）によるものです。

純資産合計は、前連結会計年度末に比べ137百万円増加し、11,365百万円となりました。これは主に利益

剰余金の増加（235百万円増）の一方で、その他有価証券評価差額金の減少（98百万円減）によるもので

す。

この結果、自己資本比率は51.0％と前連結会計年度末に比べ11.0ポイント減少しました。

　
（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結会計期間におけるキャッシュ・フローは、営業活動による1,023百万円の収入（前第

２四半期連結会計期間は354百万円の支出）、投資活動による1,430百万円の支出（前第２四半期連結会

計期間は391百万円の支出）、及び財務活動による1,518百万円の収入（前第２四半期連結会計期間は20

百万円の収入）となりました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、第１四半期連結会計期間末に

比べ1,110百万円増加し、4,542百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は1,023百万円となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益246百

万円の計上、減価償却56百万円の実施、仕入債務の増加763百万円がある一方で、売上債権の増加51百万円

があったことによるものです。　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は1,430百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出

888百万円、連結範囲の変更を伴う子会社株式等の取得による支出535百万円によるものです。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は1,518百万円となりました。これは主に長期借入れによる収入1,880百万

円の資金取得がある一方で、長期借入金の返済354百万円があったことによるものです。　
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(2)経営成績

当第２四半期連結会計期間の売上高は2,858百万円（前年同期比67.3％増加）、販売費及び一般管理費は

410百万円（前年同期比21.0％増加）、営業利益は249百万円（前第２四半期連結会計期間は57百万円の営

業損失）、経常利益は244百万円（前第２四半期連結会計期間は54百万円の経常損失）、四半期純利益は151

百万円（前第２四半期連結会計期間は55百万円の四半期純損失）となりました。

なお、セグメントの業績は、次のとおりであります。

（機器事業）

機器事業につきましては、パチスロ機『ひぐらしのなく頃に・祭』が市場より高い評価を得たこと、ま

た、周辺機器においては樹脂研磨式メダル自動補給・回収システムがリプレイス需要を取り込んだことな

どに伴い販売高増加につながり、当第２四半期連結会計期間の売上高は2,734百万円（前年同期比76.1％

増）、セグメント利益306百万円（前年同期はセグメント損失24百万円）となりました。 

　（不動産事業） 

　不動産事業につきましては、戸建住宅販売を中止し、土地・建物の賃貸に特化したことにより、当第２四半

期連結会計期間の売上高は129百万円（前年同期比20.2％減）、セグメント利益58百万円（前年同期比

16.6％減）となりました。 

 

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」及び「セグメント情報等の

開示に関する会計基準の適用指針」を適用しておりますが、これによるセグメントへ与える影響がないた

め、前年同期比較を行っております。 
　

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(4)研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は228百万円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

①提出会社

当第２四半期連結会計期間に以下の設備を取得いたしました。

事業所名
(所在地)

セグメントの
名称

設備の内容
帳簿価額(千円) 従業

員数
(名)建物及び

構築物
土地
(面積㎡)

合計

オーイズミ本厚木ビル
(神奈川県厚木市)

不動産事業 賃貸 497,184 480,036
(520)

977,221─

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 90,000,000

計 90,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 22,500,00022,500,000
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は100株でありま
す。

計 22,500,00022,500,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年９月30日 ─ 22,500,000 ─ 1,006,900 ─ 673,700
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(6) 【大株主の状況】

平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

㈱オーイズミホールディングス 神奈川県伊勢原市伊勢原2-5-43 10,420 46.31

大泉秀治 神奈川県厚木市 3,126 13.90

大泉政治 神奈川県厚木市 1,075 4.77

大泉賢治 神奈川県厚木市 678 3.01

田澤蕗子 神奈川県伊勢原市 485 2.15

オーイズミ従業員持株会 神奈川県厚木市中町2-7-10 446 1.98

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2-7-1 300 1.33

オーイズミ取引先持株会 神奈川県厚木市中町2-7-10 272 1.21

田中秀雄 横浜市鶴見区 250 1.11

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社

東京都中央区晴海1-8-11 243 1.08

計 　 17,298 76.88
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

普通株式
3,900

― ─

完全議決権株式(その他) 22,467,900 224,679 ─

単元未満株式 28,200 ― 一単元（100株）未満株式

発行済株式総数 22,500,000― ―

総株主の議決権 ― 224,679 ―

(注)　「完全議決権株式（その他）欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,500株（議決権15個）含まれて

おります。  

　

② 【自己株式等】

　 　 平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社オーイズミ

神奈川県厚木市中町
2-7-10

3,900 ─ 3,900 0.0

計 ― 3,900 ─ 3,900 0.0

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成22年
　４月 　５月 ６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 235 220 224 215 225 242

最低(円) 199 191 196 195 203 216

(注)  最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査

法人となっております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,542,888 3,135,192

受取手形及び売掛金 2,218,632 1,960,221

商品及び製品 539,689 621,417

仕掛品 1,113,909 381,172

原材料 1,733,716 1,878,830

繰延税金資産 99,754 70,552

その他 679,345 498,983

貸倒引当金 △10,125 △16,307

流動資産合計 10,917,812 8,530,063

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 2,446,033

※
 1,865,749

土地 6,753,441 5,910,750

その他（純額） ※
 163,857

※
 164,136

有形固定資産合計 9,363,332 7,940,636

無形固定資産

のれん 325,007 －

その他 30,805 14,623

無形固定資産合計 355,813 14,623

投資その他の資産

投資有価証券 1,026,806 1,075,512

長期預金 100,000 100,000

繰延税金資産 17,817 17,848

その他 680,696 631,320

貸倒引当金 △187,200 △187,200

投資その他の資産合計 1,638,120 1,637,481

固定資産合計 11,357,266 9,592,740

資産合計 22,275,079 18,122,804
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,097,193 1,577,178

1年内返済予定の長期借入金 1,532,256 1,270,584

未払法人税等 325,029 82,069

賞与引当金 69,400 28,900

製品保証引当金 13,000 4,500

その他 507,095 153,934

流動負債合計 5,543,974 3,117,165

固定負債

長期借入金 4,029,869 2,531,545

退職給付引当金 18,601 16,454

役員退職慰労引当金 420,111 415,275

負ののれん 8,445 9,981

資産除去債務 58,355 －

その他 830,592 804,513

固定負債合計 5,365,975 3,777,768

負債合計 10,909,950 6,894,934

純資産の部

株主資本

資本金 1,006,900 1,006,900

資本剰余金 673,700 673,700

利益剰余金 9,899,981 9,663,991

自己株式 △3,845 △3,819

株主資本合計 11,576,735 11,340,771

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △211,606 △112,901

評価・換算差額等合計 △211,606 △112,901

純資産合計 11,365,128 11,227,870

負債純資産合計 22,275,079 18,122,804
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 3,444,507 5,555,269

売上原価 2,821,458 4,136,011

売上総利益 623,048 1,419,258

販売費及び一般管理費

販売促進費 22,405 164,273

役員報酬 101,648 95,606

給料手当及び賞与 149,028 99,769

賞与引当金繰入額 15,627 35,637

退職給付費用 14,907 12,524

役員退職慰労引当金繰入額 △3,060 4,835

製品保証引当金繰入額 6,500 13,000

その他 435,485 396,337

販売費及び一般管理費合計 742,542 821,984

営業利益又は営業損失（△） △119,493 597,273

営業外収益

受取利息 2,330 674

受取配当金 13,302 10,519

その他 13,479 11,193

営業外収益合計 29,112 22,387

営業外費用

支払利息 23,770 27,547

その他 596 109

営業外費用合計 24,367 27,656

経常利益又は経常損失（△） △114,749 592,004

特別利益

固定資産売却益 ※1
 －

※1
 60

投資有価証券売却益 56,322 －

貸倒引当金戻入額 － 7,000

特別利益合計 56,322 7,060

特別損失

固定資産除却損 ※2
 －

※2
 52

製品回収費用 6,516 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 24,865

特別損失合計 6,516 24,918

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△64,943 574,146

法人税、住民税及び事業税 6,375 299,839

法人税等調整額 △1,097 △29,171

法人税等合計 5,277 270,668

少数株主損益調整前四半期純利益 － 303,478

四半期純利益又は四半期純損失（△） △70,220 303,478
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 1,708,368 2,858,347

売上原価 1,426,938 2,198,519

売上総利益 281,430 659,828

販売費及び一般管理費

販売促進費 1,728 72,529

役員報酬 49,363 47,833

給料手当及び賞与 76,576 53,347

賞与引当金繰入額 10,465 25,839

退職給付費用 5,441 6,237

役員退職慰労引当金繰入額 △5,633 2,418

製品保証引当金繰入額 1,500 5,500

その他 199,753 196,882

販売費及び一般管理費合計 339,195 410,588

営業利益又は営業損失（△） △57,765 249,239

営業外収益

受取利息 1,356 525

受取配当金 6,800 3,200

その他 7,124 5,187

営業外収益合計 15,280 8,912

営業外費用

支払利息 11,580 13,959

その他 576 109

営業外費用合計 12,157 14,068

経常利益又は経常損失（△） △54,641 244,083

特別利益

投資有価証券売却益 2,764 －

貸倒引当金戻入額 － 2,500

特別利益合計 2,764 2,500

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△51,877 246,583

法人税、住民税及び事業税 4,430 102,325

法人税等調整額 △1,158 △7,087

法人税等合計 3,271 95,237

少数株主損益調整前四半期純利益 － 151,345

四半期純利益又は四半期純損失（△） △55,149 151,345

EDINET提出書類

株式会社オーイズミ(E01718)

四半期報告書

15/30



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△64,943 574,146

減価償却費 165,999 109,147

貸倒引当金の増減額（△は減少） 2,920 △7,000

製品保証引当金の増減額（△は減少） 2,500 8,500

賞与引当金の増減額（△は減少） △3,039 40,500

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,043 2,147

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3,060 4,835

受取利息及び受取配当金 △15,633 △11,193

支払利息 23,770 27,547

投資有価証券売却損益（△は益） △56,322 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 24,865

売上債権の増減額（△は増加） 177,319 △375,548

たな卸資産の増減額（△は増加） △124,985 77,689

仕入債務の増減額（△は減少） △657,906 1,150,847

その他 △204,916 12,640

小計 △756,254 1,639,125

利息及び配当金の受取額 16,405 11,193

利息の支払額 △23,822 △27,708

法人税等の支払額 △11,567 △68,331

法人税等の還付額 61,110 －

営業活動によるキャッシュ・フロー △714,129 1,554,280

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 150,000 －

投資有価証券の取得による支出 △356,456 －

投資有価証券の売却による収入 378,352 －

有形固定資産の取得による支出 △80,320 △1,261,573

有形固定資産の売却による収入 － 142

無形固定資産の取得による支出 △5,000 －

貸付けによる支出 △420 －

貸付金の回収による収入 10,000 50,220

子会社株式の取得による支出 △240,936 △50,000

連結範囲の変更を伴う子会社株式等の取得によ
る支出 ※2

 －
※2

 △535,411

その他 △6,590 △7,022

投資活動によるキャッシュ・フロー △151,371 △1,803,645

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 300,000 2,380,000

長期借入金の返済による支出 △532,030 △655,031

自己株式の取得による支出 △34 △26

配当金の支払額 △112,215 △67,881

財務活動によるキャッシュ・フロー △344,279 1,657,061

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,209,780 1,407,696

現金及び現金同等物の期首残高 4,315,075 3,135,192

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 3,105,294

※1
 4,542,888
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日　 至  平成22年９月30日)

１  連結の範囲に関する事項の

変更

（1）連結の範囲の変更

　当第２四半期連結会計期間より、平成22年９月30日付株式等を取得した株

式会社アニメインターナショナルカンパニーを連結の範囲に含めておりま

す。

（2）変更後の連結子会社の数

　４社

２  会計処理基準に関する事項

の変更

（1）「企業結合に関する会計基準」等の適用

　企業結合等が当第２四半期連結会計期間に行われたことに伴い、「企業結

合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26日）、「連結

財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、

「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号　平

成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号

　平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　

平成20年12月26日公表分）、「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に

関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月26日）を適

用しております。

（2）「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業

会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用し

ております。 

　これにより、営業利益、経常利益が2,160千円減少し、税金等調整前四半期純

利益が27,026千円減少しております。 

　また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は58,355千円

であります。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

　

EDINET提出書類

株式会社オーイズミ(E01718)

四半期報告書

17/30



　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１  固定資産の減価償却費の算定方法 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算出する方法によっております。

２  繰延税金資産の算定方法 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降

に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め

られるので、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測や

タックス・プランニングを利用する方法によっております。

 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※　有形固定資産の減価償却累計額　2,896,253千円※　有形固定資産の減価償却累計額　2,679,511千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

※1　　　　　　　　　──

 
※2　　　　　　　　　──

※1　固定資産売却益の内訳

　　　その他（車両運搬具）　　　　　　　　60千円

※2　固定資産除却損の内訳

　　　その他（器具備品他）　　　　　　　　52千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,105,294千円

預入期間が３か月超の定期預金 ─　千円

現金及び現金同等物 3,105,294千円
 

　　　　　　　　　　　　──

※1　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,542,888千円

預入期間が３か月超の定期預金 ─　千円

現金及び現金同等物 4,542,888千円
 

※2　 株式等の取得により新たに連結子会社となった会

社の資産及び負債の主な内訳

　    株式等の取得により新たに連結したことに伴う連

結開始時の資産及び負債の内訳並びに株式等の取得

価額と取得のための支出との関係は次のとおりであ

ります。

流動資産 781,863千円

固定資産 188,159千円

のれん 325,007千円

流動負債 △691,168千円

固定負債 △22,845千円

当該会社の支配獲得時の取得価額 581,017千円

当該会社の現金及び現金同等物 △45,605千円

差引：連結範囲の変更に伴う子会

社株式等の取得による支出
535,411千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　

至　平成22年９月30日)

　

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 22,500,000

　
２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 3,921

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 67,488 3 平成22年３月31日 平成22年６月30日

　

　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

　

前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)

（単位：千円）

　 機器事業 不動産事業 計 消去又は全社 連結

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 1,552,438155,9301,708,368 ─ 1,708,368

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 ─ 6,842 6,842 (6,842) ─

計 1,552,438162,7731,715,211　(6,842)1,708,368

営業利益又は営業損失（△） △24,045 69,869 45,824(103,590)△57,765

（注）１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な事業内容

（1）機器事業

遊技場（主としてパチンコホール）向けの自動サービス機器、システム機器等の製造・販売、遊技機の製

造・販売、カードシステム等の販売

（2）不動産事業

不動産の賃貸及び販売事業

　

前第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

（単位：千円）

　 機器事業 不動産事業 計 消去又は全社 連結

売上高 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 3,159,027285,4793,444,507 ─ 3,444,507

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 ─ 13,685 13,685 (13,685) ─

計 3,159,027299,1653,458,192　(13,685)3,444,507

営業利益又は営業損失（△） △48,078 141,315 93,237(212,731)△119,493

（注）１　事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各区分の主な事業内容

（1）機器事業

遊技場（主としてパチンコホール）向けの自動サービス機器、システム機器等の製造・販売、遊技機の製

造・販売、カードシステム等の販売

（2）不動産事業

不動産の賃貸及び販売事業

　

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

　

【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

海外売上高がないため、該当事項はありません。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号　平

成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

１　報告セグメントの概要

　当グループの報告セグメントは、当グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が経営資源の配分の決定や、業績を評価するために定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。

　当グループの事業については、グループの各事業会社が取り扱う製品・サービス及び不動産賃貸につい

ての事業展開・戦略を立案し、事業活動を行っております。

　従って、当グループ会社は各事業会社の行っている関連する事業により、「機器事業」「不動産事業」

「アニメーション関連事業」を報告セグメントとしております。

　各報告セグメントの事業内容は次のとおりであります。

事業区分 主要製品及び事業内容

機器事業
遊技場の自動サービス機器、システム機器の製造・販売　　　　　　　　　パチスロ機
の開発・製造・販売
機器の保守メンテナンス

不動産事業 店舗ビル、事務所用ビル、住宅用マンション等の賃貸

アニメーション関連事業 アニメーションの企画・制作　版権管理

　

２　報告セグメントの変更等に関する事項

当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

　当第２四半期連結会計期間に、アニメーション関連事業を展開する株式会社アニメインターナショナル

カンパニーを連結の範囲に含めたため、報告セグメントを変更しております。
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３　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　至　平成22年９月30日)

（単位：千円）

　
機器事業 不動産事業

アニメー
ション関連
事業

計 調整額 合計

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 5,309,974245,295 ─ 5,555,269 ─ 5,555,269

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 ─ 11,181 ─ 11,181△11,181 ─

計 5,309,974256,476 ─ 5,566,450△11,1815,555,269

セグメント利益 675,576142,653 ─ 818,229△220,956597,273

（注)　１　セグメント利益の調整額△220,956千円は、親会社の管理部門に係る費用であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　３　アニメーション関連事業は、事業の主体である株式会社アニメインターナショナルカンパニーの株式等取得

が平成22年９月30日であったため、当第２四半期連結累計期間では売上高及び利益等は発生しておりません。

　

当第２四半期連結会計期間(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

（単位：千円）

　
機器事業 不動産事業

アニメー
ション関連
事業

計 調整額 合計

売上高 　 　 　 　 　 　

(1)外部顧客に対する売上高 2,734,012124,335 ─ 2,858,347 ─ 2,858,347

(2)セグメント間の内部売上高
又は振替高 ─ 5,590 ─ 5,590△5,590 ─

計 2,734,012129,925 ─ 2,863,938△5,5902,858,347

セグメント利益 306,95358,245 ─ 365,198△115,958249,239

（注)　１　セグメント利益の調整額△115,958千円は、親会社の管理部門に係る費用であります。

　　　２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　３　アニメーション関連事業は、事業の主体である株式会社アニメインターナショナルカンパニーの株式等取得

が平成22年９月30日であったため、当第２四半期連結会計期間では売上高及び利益等は発生しておりません。
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(企業結合等関係)

当第２四半期連結会計期間(自　平成22年７月１日　至　平成22年９月30日)

取得による企業結合

　

１　被取得企業の名称及びその事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的形式

並びに結合後企業の名称及び取得した議決権比率

(1) 被取得企業の名称及びその事業の内容

　　　被取得企業の名称　　　株式会社アニメインターナショナルカンパニー

　　　事業の内容　　　　　　アニメーションの企画・制作

(2) 企業結合を行った理由

遊技機業界におきましては、斬新な遊技台（とりわけパチスロ機）の供給による市場の活性化

が共通の課題となっており、アニメーションキャラクター等の大型版権を導入した遊技機開発の

活発化、液晶の大型等による製品の差別化が同時に進行しております。 

　このような環境下、パチスロ機の開発・製造・販売を注力事業に据える当社は、アニメーション

の製作・キャラクターライセンスビジネスを主要事業とするＡＩＣを当社グループに迎えること

といたしました。 

　今後、一体的にグループシナジーを追求すると共にエンタテイメント・コンテンツ関連分野を事

業の一端に備えて企業価値の更なる向上に取り組んで参ります。

(3) 企業結合日

　　　平成22年９月30日

(4) 企業結合の法的形式、並びに結合後企業の名称

　　　企業結合の法的形式　　現金を対価とする株式取得

　　　結合後企業の名称　　　変更はありません。

(5) 取得した議決権比率

　　　100％

(6) 取得企業を決定することに至った主な根拠

　　　当社による現金を対価とする株式取得であること。

　

２　四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の

業績の期間

当第２四半期連結会計期間及び当第２四半期連結累計期間における四半期連結損益計算書には、株式

会社アニメインターナショナルカンパニーの業績を含んでおりません。

　

３　被取得企業の取得原価及びその内訳

　　取得の対価　　　　　　　　現金及び預金　　　　　　　320,017千円　　　　　　　　

　　取得に直接要した費用　　　アドバイザリー費用等　　　 51,000千円

　　取得原価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　371,017千円
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４　発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1) 発生したのれんの金額

　　　325,007千円

(2) 発生原因

　　　取得原価合計が被取得企業の資産及び負債を企業結合日の時価で算定した額（純額）を上回ること

により発生しております。

(3) 償却方法及び償却期間

　　　効果の発現する期間にわたって均等償却いたします。

　

５　企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結会計期間及び当四

半期連結累計期間における四半期連結損益計算書に及ぼす影響の概算額

　概算額の算定が困難であるため、試算しておりません。

　

(資産除去債務関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

資産除去債務の変動の内容及び当第２四半期連結累計期間における総額の増減は次のとおりであ

ります。

　

前連結会計年度末残高（注） 57,803千円

増減額 552千円

当第２四半期連結会計期間末残高 58,355千円

　　

（注）　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用

しているため、前連結会計年度の末日における残高に代えて、第１四半期連結会計期間の期首における残高を記

載しております。

　

(賃貸等不動産関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

賃貸等不動産において、前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められます。

　

四半期連結会計期間末の時価 4,895,852千円

四半期連結貸借対照表計上額 6,072,594千円
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 505円20銭
　

　 　

　 499円10銭
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額 11,365,128千円 11,227,870千円

普通株式に係る純資産額 11,365,128千円 11,227,870千円

普通株式の発行済株式数 22,500,000株 22,500,000株

普通株式の自己株式数 3,921株 3,794株

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数 22,496,079株 22,496,206株

　
２  １株当たり四半期純利益又は四半期純損失（△）及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △3円12銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
 

１株当たり四半期純利益 13円49銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。
 

　

(注)１株当たり四半期純利益又は四半期純損失（△）の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半期純
損失（△）

△70,220千円 303,478千円

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失（△） △70,220千円 303,478千円

普通株主に帰属しない金額 ─　千円 ─　千円

普通株式の期中平均株式数 22,496,288株 22,496,163株
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第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純損失（△） △2円45銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

１株当たり四半期純利益 6円73銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益につい
ては、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

 

　

(注)１株当たり四半期純利益又は四半期純損失（△）の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半期純
損失（△）

△55,149千円 151,345千円

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失（△） △55,149千円 151,345千円

普通株主に帰属しない金額 ─　千円 ─　千円

普通株式の期中平均株式数 22,496,251株 22,496,110株
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月13日

株式会社オーイズミ

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    市   川   一   郎    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    内   野   福   道    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社オーイズミの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーイズミ及び連結子会社の平成21

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。 

 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。 

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年11月12日

株式会社オーイズミ

取締役会  御中

　

有限責任　あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   市   川   一   郎    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   内   野   福   道    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社オーイズミの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間

（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成

22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及

び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成

責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明すること

にある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーイズミ及び連結子会社の平成22

年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の

経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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